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問
　
荘
子　

介
護
給
付
制
限

は
、
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い

る
の
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　

滞

納
期
間
に
よ
っ
て
制
限
を
受

け
る
こ
と
が
あ
る
。
過
去
、

１
割
負
担
が
３
割
負
担
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
も
給

付
制
限
を
知
ら
せ
て
い
る
。

問
　
広
沢　

保
険
料
の
高
さ

は
県
内
で
何
番
目
か
。
国
は

理
由
を
付
け
て
毎
年
負
担
分

を
減
ら
し
て
き
た
が
今
回
の

額
は
い
く
ら
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　

町

は
県
内
68
団
体
中
で
第
６
位
。

国
が
交
付
し
な
い
負
担
分
５

千
576
万
円
を
保
険
料
に
上
乗

せ
し
た
。

問
　
渡
辺　

国
民
健
康
保
険

税
は
前
年
度
に
比
べ
３
千
58

万
円
の
減
税
だ
が
、
理
由
は

何
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　

景

気
の
動
向
を
踏
ま
え
、
課
税

対
象
者
の
所
得
税
を
２
％
下

げ
算
出
し
た
た
め
で
あ
る
。

問
　
吉
田　

非
課
税
世
帯
に

該
当
し
な
い
世
帯
の
保
険
料

軽
減
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　

非

課
税
世
帯
に
該
当
し
な
い
低

所
得
世
帯
は
、
条
例
に
の
っ

と
り
個
別
に
対
応
す
る
。

問
　
広
沢　

前
年
度
に
比
べ

予
算
総
額
で
928
万
円
の
増
額

だ
。
主
に
医
療
保
険
料
の
増

額
が
原
因
だ
が
、
ど
う
し
て

な
の
か
。

答
　
住
民
ほ
け
ん
課
長　

昨

年
の
秋
に
広
域
連
合
か
ら
予

算
計
上
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
国
か
ら
広
域
連
合

に
保
険
料
の
引
き
上
げ
に
な

ら
な
い
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

し
か
し
当
初
予
算
の
編
成
に

は
間
に
あ
わ
な
か
っ
た
。
お

そ
ら
く
来
年
３
月
に
減
額
補

正
を
す
る
と
思
う
。 国

民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

介
護
保
険

特別会  計予算
国民健康保険 30億 270万円
老人保健 155万円
公共下水道事業 6億1,839万円
農業集落排水事業 1,716万円
介護保険 12億2,365万円
後期高齢者医療 1億2,610万円

　
国
民
健
康
保
険
は
、
所
得

が
不
安
定
な
低
所
得
者
や
無

職
者
の
割
合
が
高
く
、
国
保

税
の
確
保
が
厳
し
い
。

　

今
後
も
病
気
の
早
期
発
見
、

治
療
を
進
め
財
政
の
充
実
を

求
め
賛
成
す
る
。

　
前
年
の
実
績
を
踏
襲
し
た

予
算
で
あ
り
、
昨
年
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
大
流
行
を
考
慮

し
て
い
な
い
。
財
源
を
有
効

に
住
民
の
健
康
づ
く
り
に
充

て
る
た
め
に
必
要
以
上
の
医

療
費
の
計
上
は
適
性
で
な
い
。

　
制
度
は
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
が
広
が
る
と
保
険
料
が

上
昇
す
る
」
と
い
う
矛
盾
が
あ

る
。
介
護
の
対
象
で
な
い
高
齢

者
の
予
防
事
業
を
含
む
の
は

不
合
理
だ
。
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
制
度
に
す
べ
き

だ
。
国
の
負
担
引
上
げ
な
ど
改

善
求
め
反
対
す
る
。

賛
成

反
対

反
対

新
自
民
ク
ラ
ブ

渡
辺
忠
夫

日
本
共
産
党

吉
田
俊
一

日
本
共
産
党

広
沢
文
隆

採決の結果
◆賛成12人
　○新自民クラブ
　　高橋・山﨑（善）
　　山崎（正）・荘子
　　渡辺・飯島
　○町民クラブ
　　堀越・鈴木・長谷川
　○公明党
　　南田・佐々木
　○民政クラブ
　　福井

◆反対２人
　○日本共産党
　　吉田・広沢

採決の結果
◆賛成12人
　○新自民クラブ
　　高橋・山﨑（善）
　　山崎（正）・荘子
　　渡辺・飯島
　○町民クラブ
　　堀越・鈴木・長谷川
　○公明党
　　南田・佐々木
　○民政クラブ
　　福井

◆反対２人
　○日本共産党
　　吉田・広沢

　
総
選
挙
前
、
日
本
共
産
党

を
含
む
４
党
共
同
で
廃
止
法

案
を
参
議
院
で
可
決
し
た
が
、

鳩
山
政
権
は
廃
止
を
４
年
も

先
送
り
し
た
。

　

高
齢
者
・
国
民
を
守
る
た

め
、
世
界
に
も
例
の
な
い
差

別
制
度
を
す
み
や
か
に
廃
止

さ
せ
る
立
場
か
ら
、
反
対
す

る
。 反

対
日
本
共
産
党

広
沢
文
隆

採決の結果
◆賛成12人
　○新自民クラブ
　　高橋・山﨑（善）
　　山崎（正）・荘子
　　渡辺・飯島
　○町民クラブ
　　堀越・鈴木・長谷川
　○公明党
　　南田・佐々木
　○民政クラブ
　　福井

◆反対２人
　○日本共産党
　　吉田・広沢

議
員
提
案

　
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
を
核
不
拡
散
条

約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で
採
択
す
る
よ
う
に
求

め
る
意
見
書
が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
要
旨
抜
粋
）

　

平
成
21
年
６
月
、
長
崎
市
議
会
は
「
核
兵
器
廃
絶

へ
の
国
際
条
約
締
結
へ
、
政
府
の
努
力
を
求
め
る
意

見
書
」
を
可
決
し
た
。

　

被
爆
国
の
政
府
と
し
て
、
２
０
１
０
年
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
で
、
こ
の
議
定
書
の
採
択
に
向
け
各
国
政

府
に
働
き
か
け
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

　

一
般
質
問
の
中
で
、
町
長
や
町
職
員
が
質
問
し
た

議
員
に
、
論
点
・
・
争
点
を
明
確
に
す
る
た
め
の
「
反

問
」
が
出
来
る
、
会
議
規
則
改
正
案
が
全
員
賛
成
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
反
問
権
」
を
会
議
規
則
や
議
会
基
本
条
例
な
ど
に

明
文
化
し
て
い
る
議
会
は
全
国
で
も
50
弱
し
か
な
く
、

先
進
的
な
取
り
組
み
と
言
え
ま
す
。

　

今
後
、
議
員
は
「
町
の
施
策
内
容
」
や
「
町
長
の

政
策
決
定
の
説
明
」
を
求
め
る
中
で
、
今
迄
以
上
の

準
備
を
し
て
、
政
策
論
争
に
臨
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
傍
聴
に
来
ら
れ
た
住
民
の
皆
様
も
論
点
が

分
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
長
や
町
職
員
が
質
問
し
た
議
員
に
対

案
等
を
求
め
る
「
反
論
権
」
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。

核
兵
器
廃
絶
の
意
見
書

答
弁
者
に
反
問
権
を
付
与


